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都
内
初
の
水
陸
両
用
バ
ス
進
水
ス
ロ
ー
プ
や
︑
手

漕
ぎ
船
乗
船
場
︑
誰
で
も
立
ち
寄
れ
る
に
ぎ
わ
い
施

設
を
備
え
た
旧
中
川
・
川
の
駅
が
�
月

日
︵
土
︶
か

16

ら
営
業
を
開
始
し
ま
す
︒

日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

16

ベ
ン
ト
で
は
︑
水
陸
両
用
バ
ス
の
乗
船
体
験
や
︑
た

く
さ
ん
の
催
し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒
水
彩
都
市

・
江
東
の
多
様
な
水
辺
利
用
の
拠
点
と
な
る
﹁
川
の

駅
﹂
を
︑
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

2 21

［2面］自宅近くの便利な出張所 ［3面］振り込め詐欺に注意 ［4面］食品中の放射性物質の検査結果 ［5面］総合区民

センター「ら・館まつり2013」［7面］保護第一課・保護第二課非常勤職員募集、都営シルバーピア入居者募集

今号の
主な内容

新
た
な
水
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
一
大

拠
点
と
な
る
﹁
旧
中
川
・
川
の
駅
﹂

が
︑
旧
中
川
河
川
敷
︵
大
島
�
︱

︶
10

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
︒

﹁
旧
中
川
・
川
の
駅
﹂
に
は
︑
水
陸

両
用
バ
ス
が
進
水
す
る
た
め
の
ス
ロ

ー
プ
の
ほ
か
︑
カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク

な
ど
︑
地
元
密
着
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
や
和
船
の
乗
場
と
し
て
利
用

可
能
な
﹁
手
漕
ぎ
船
乗
船
場
﹂
を
整

備
︒
将
来
的
に
は
︑
観
光
船
の
乗
り

場
や
防
災
船
着
場
な
ど
︑
多
様
な
水

辺
利
用
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
﹁
に
ぎ
わ
い
施
設
﹂
と
し

て
︑
売
店
や
足
湯
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る

休
憩
所
な
ど
を
設
け
︑
河
川
敷
で
ジ

ョ
ギ
ン
グ
や
散
策
な
ど
を
楽
し
む
人

の
た
め
の
休
息
と
憩
い
の
場
と
し
て

も
活
用
で
き
ま
す
︒

開
場
式
典

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
︑
�
月

日
16

︵
土
︶
午
前

時
か
ら
水
陸
両
用
バ

10

ス
の
進
水
式
や
︑
水
上
パ
レ
ー
ド
の

式
典
を
行
い
ま
す
︒

に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト

日
︵
土
︶
午
後
と

日
︵
日
︶
は
︑

16

17

地
域
団
体
が
主
体
と
な
り
に
ぎ
わ
い

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
︒

▢時

月

日
︵
土
︶
正
午
～
午
後

3

16

�
時
・

日
︵
日
︶
午
前

時
～
午

17

10

後

時

▢場
旧
中
川
・
川
の
駅
︵
大

4

新大橋通り
 

都営新宿線 

中川船番所 
資料館 

旧
中
川 

東大島駅 

橋 

所 

番 

り 

通 

大島・小松川 
公園 

小名木川 

船番所跡 

旧中川・川の駅 

船堀橋

中川大橋 

◀にぎわい施設にある足湯(無料)からは、旧中川の景色が広がり水陸両用バ
スの進水も見られ、川のにぎわいを楽しむことができます

都内初

川床
多目的スロープ

にぎわい施設

手漕ぎ船乗船場

▢時 3／16（土）▢場 旧中川・川の駅（大島9-10）▢人 区内在
住で4歳以上の方、120組240人（抽選、未就学児の方は保

護者とペアでお願いします）▢費 大人500円、こども（4歳
〜11歳）300円▢内 12：00〜15：30（30分毎に出発）※便につ
いての指定はできません▢締 2／28（木）消印有効▢申 2人1
組で、往復はがきに全員分の①氏名②生年月日③住所④

電話番号を記入し、〒112-0004文京区後楽1-1-10日本生

命水道橋ビル2F 日の丸自動車興業㈱ 新交通事業部

水陸両用バス試乗係へ☎5689-0912（平日9：00〜18：00、

土日祝休み）※通常運行(17日〜)については、お問い合

わせください

島
�
︱

︶
▢人
ど
な
た
で
も

▢内

10

水
陸
両
用
バ
ス
の
乗
船
体
験
︵

日
16

の
み
︶
や
︑
和
船
︵
有
料
︶
︑
カ
ヌ
ー

の
乗
船
体
験
︑
地
元
商
店
街
に
よ
る

物
産
品
の
出
店
︑
中
川
船
番
所
資
料

館
で
も
催
し
物
が
あ
り
ま
す
※
天
候

に
よ
り
内
容
変
更
あ
り

▢申
当
日
直
接
会
場
へ
※
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

﹇
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先
﹈オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
事
務
局

☎
︵
�
	
�
�
︶


�
�
�

▢問
水
辺
と
緑
の
課
計
画
調
整
担
当

☎
︵
�
	
�


︶
�
�


	

�
月

日
に
本
区
の
課
長
が
︑
公
然
わ
い
せ
つ
の
疑
い
で
逮

31

捕
さ
れ
ま
し
た
︒
大
変
に
恥
ず
か
し
い
不
祥
事
で
あ
り
︑
決
し

て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

区
民
の
名
誉
を
傷
つ
け
︑
区
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
︒

現
在
︑
本
人
は
警
察
︑
検
察
の
取
り
調
べ
を
受
け
て
お
り
ま

す
が
︑
今
後
︑
本
区
と
し
て
も
︑
地
方
公
務
員
法
に
の
っ
と
り
︑

厳
正
な
処
分
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
︒

公
務
員
た
る
者
は
︑
日
常
の
行
動
に
お
い
て
も
自
ら
を
厳
し

く
律
し
︑
区
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
︒
二
度
と
区
民
の
皆
様
の
信
頼
を
失
墜
す
る
よ
う
な

こ
と
の
な
い
よ
う
︑
再
発
防
止
の
た
め
職
員
の
指
導
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
︒

平
成

年


月
�
日

江
東
区
長

山
﨑
孝
明

25

本
区
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て
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〈別表1〉

�住所変更(転入・転出・転居・世帯変更届)

�印鑑登録・印鑑証明書

�住民票・課税証明書(税の申告をされている方)・非課税証明書・自動交

付機カード

�戸籍の証明(戸籍謄本・抄本・附票の写し)の交付

�国民健康保険の届出

�国民年金の届出の受付

�住民基本台帳カードの申請・交付(交付まで1週間程度かかります。)

�母子手帳の交付(保健所・保健相談所でも交付できます。)

出張所の主な取り扱い業務

〈別表2〉

3642-4456白河出張所(白河1-3-28・深川江戸資料館内)

電話各出張所(所在地)

大島出張所(大島4-5-1・総合区民センター2階)

3644-2181砂町出張所(北砂4-7-3)

3640-5355南砂出張所(南砂6-8-3)

3531-6316豊洲出張所(豊洲5-5-1-101・豊洲シエルタワー1階)

5606-5581小松橋出張所(扇橋2-1-5)

3683-3734亀戸出張所(亀戸2-19-1・カメリアプラザ1階)

3637-2451

3642-8306富岡出張所(富岡1-16-12)

昭
和

年
�

月
�

日
夜
半
か
ら

20

日
未
明
の
空
襲
に
よ
り
︑
江
東
区

10で
は
多
く
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
︑

い
た
る
と
こ
ろ
が
焼
け
野
原
と
化
し

ま
し
た
︒
区
で
は
︑
二
度
と
戦
争
の

惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
強
く

願
い
︑
昭
和

年

月

日
に
﹁
江

61

12

13

東
区
平
和
都
市
宣
言
﹂
を
行
い
ま
し

た
︒し

か
し
な
が
ら
︑
現
在
で
は
︑
こ

う
し
た
悲
惨
な
体
験
を
し
て
い
な
い

世
代
が
︑
区
民
の
大
部
分
を
占
め
て

い
ま
す
︒
東
京
大
空
襲
や
学
童
集
団

疎
開
の
体
験
を
風
化
さ
せ
ず
後
世
に

伝
え
︑
平
和
の
尊
さ
を
多
く
の
方
に

訴
え
る
た
め
︑
平
和
祈
念
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
︒
終
戦
直
後
の
江
東

区
や
学
童
集
団
疎
開
の
写
真
パ
ネ
ル

等
を
展
示
し
ま
す
の
で
︑
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
江
東
図
書
館
の
﹁
学
童
集

団
疎
開
資
料
室
﹂
は
改
修
工
事
の
た

め
︑
休
止
し
て
い
ま
す
︒

﹇
前
期
開
催
﹈

▢時
�
月
�
日
︵
水
︶
～

日
︵
月
︶

11

午
前
�
時
～
午
後
�
時

▢場
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
�
階
展
示

ロ
ビ
ー
︵
森
下
�
︱

︱

︶

12

17

﹇
後
期
開
催
﹈

▢時
�
月

日
︵
水
︶
～

日
︵
木
︶

13

21

午
前
�
時
～
午
後
�
時
︵

日
︵
月
︶

18

は
休
館
︑
最
終
日
は
午
後
�

時
ま

で
︶▢場

東
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
�
階
展

示
ロ
ビ
ー
︵
大
島
�
︱

︱

�
︶

33

▢問
総
務
課
総
務
係

☎
(
�
�


�
)




�



国
民
年
金
は
︑
日
本
国
内
に
住
む

歳
以
上

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

20

60

が
加
入
し
ま
す
︒

次
に
該
当
す
る
方
は
︑
区
民
課
年

金
係
︵
区
役
所
隣
防
災
セ
ン
タ
ー
�

階
�
番
︶
︑
各
出
張
所
で
加
入
の
届

出
が
必
要
で
す
︒

①
会
社
を
退
職
し
た
と
き
︵
厚
生
年

金
等
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
︶

②
厚
生
年
金
等
加
入
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
配
偶
者
が
︑
扶
養
か
ら
外

れ
た
と
き

③
外
国
か
ら
転
入
し
た
と
き

④
外
国
へ
転
出
し
た
と
き
︵
任
意
加

入
︶
※
区
役
所
で
の
み
受
付

⑤
会
社
等
に
勤
め
て
い
な
い
方
が
20

歳
に
な
っ
た
と
き

⑥
年
金
に
一
度
も
加
入
し
た
こ
と
が

な
い

歳
以
上
の
方
が
国
民
年
金

20

に
加
入
す
る
と
き

※
⑤
⑥
以
外
の
届
出
は
︑
年
金
手
帳

等
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
た
書

類
が
必
要
で
す
︒
こ
の
ほ
か
の
必
要

添
付
書
類
は
︑
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
︒

ま
た
︑
厚
生
年
金
等
に
加
入
す
る

と
き
︑
国
民
年
金
第
�
号
被
保
険
者

と
な
る
︵
厚
生
年
金
等
に
加
入
す
る

配
偶
者
の
扶
養
に
な
る
︶
と
き
は
︑

勤
務
先
等
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
︒

届
出
を
忘
れ
る
と
︑
将
来
年
金
を

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

﹇
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
第
�

号
被

保
険
者
等
の
問
合
先
﹈江
東
年
金
事

務
所
︵
亀
戸
�
︱

︱

�
︶

16

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢問
区
民
課
年
金
係

☎
(
�
�


�
)
�
�
�
�

会
社
を
退
職
・
配
偶
者
扶
養
か
ら

                        

外
れ
た
と
き
な
ど

▲山形県上ノ山へ集団疎開した第一亀戸国民
学校 5つのお寺に別々に集団疎開した

▲
新
潟
県
北
蒲
原
郡
へ
集
団
疎
開
し
た

臨
海
国
民
学
校

食
料
難
で
あ
っ
た

が
︑
地
元
の
農
家
が
野
菜
な
ど
を
分

け
て
く
れ
た

�
月
︑


月
は
住
所
変
更
等
の
届

出
が
集
中
す
る
た
め
︑
区
民
課
住
民

記
録
係
︵
区
役
所
�
階
�
番
︶
窓
口

が
大
変
混
雑
し
ま
す
︒
受
け
付
け
ま

で
に
�
時
間
以
上
お
待
た
せ
す
る
状

況
も
発
生
し
て
い
ま
す
︒

住
所
変
更
や
印
鑑
登
録
な
ど
は
︑

出
張
所
の
方
が
比
較
的
早
く
手
続
き

で
き
ま
す
の
で
︑
お
近
く
の
出
張
所

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒
取
り
扱
い
で

き
る
主
な
業
務
は
別
表
�
の
と
お
り

で
す
︒
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
の

お
問
い
合
わ
せ
は
︑
各
出
張
所
ま
で

お
願
い
し
ま
す
︒

﹇
出
張
所
所
在
地
﹈

別
表
�
の
と
お
り

﹇
利
用
時
間
﹈

午
前
�
時

分
～
午
後
�
時

30

﹇
閉
庁
日
﹈

土
・
日
曜
︑
祝
日
︑
年
末
年
始
︵
12

月

日
～
�
月
�
日
︶

29

﹇
出
張
所
で
取
り
扱
い
で
き
な
い
業

務
﹈戸

籍
の
届
出
︑
児
童
手
当
・
子
ど

も
医
療
助
成
等
の
手
続
き
︑
要
介
護

認
定
等
に
関
す
る
手
続
き
︑
電
子
証

明
書
︵
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
︶

の
申
請
・
交
付
な
ど
で
す
︒

親
子
で
ア
ル
ミ
缶
炊
飯
に
挑
戦

震
災
時
な
ど
の
い
ざ
と
い
う
と
き

に
︑
ア
ウ
ト
ド
ア
の
技
術
を
役
立
て

る
エ
コ
サ
バ
イ
バ
ー
入
門
講
座
を
開

催
し
ま
す
︒
ア
ル
ミ
缶
に
米
を
入
れ
︑

牛
乳
パ
ッ
ク
を
燃
や
し
て
炊
飯
す
る

体
験
や
︑
新
聞
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
を

使
う
防
寒
対
策
︑
キ
ャ
ン
プ
用
品
の

活
用
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
前

時
～

10

10

午
後
�

時

▢場
え
こ
っ
く
る
江
東

︵
潮
見
�
︱

︱

�
︶
▢人
小
学
�
年

29

生
～
中
学
生
の
こ
ど
も
と
保
護
者
20

組

人
︵
申
込
順
︶
▢費
�

組
�




40


円
﹇
持
ち
物
﹈
�
�


㎖
の
ア
ル
ミ

缶
�
個
︑
空
の
�
ℓ
牛
乳
パ
ッ
ク



個
︑
軍
手
ほ
か

▢師
西
直
人
︵
リ
ー

ド
ク
ラ
イ
ム
株
式
会
社
︶ほ
か

▢申
�
月

日
︵
火
︶
午
前
�
時
か

26

食器棚等のガラス戸のついた家

具は、地震による転倒や収納物の

衝突によりガラスが割れるおそれ

があります。また割れて床に飛び

散ったガラス片を踏みけがをする

と、避難に支障を来す可能性があ

ります。ガラス飛散防止フィルム

を貼り、ガラスの破損を防ぎまし

ょう。ガラス飛散防止フィルムは

区の防災用品あっせんに含まれて

います。詳細は

お問い合わせく

ださい▢問 防災
課災害対策係☎

3647-9587

ガラスの飛散防止
対策をしよう！

2 日
本
の
小
売
︑
流
通
︑
サ
ー
ビ
ス

等
の
業
種
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
ま
す
︒

今
回
は
︑
中
国
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
展
開
で
の
課
題
や
︑
懸
念

事
項
な
ど
︑
中
国
の
最
新
現
地
事
情

を
紹
介
し
ま
す
︒
海
外
へ
の
進
出
を

実
施
さ
れ
て
い
る
方
︑
今
後
検
討
さ

れ
て
い
る
事
業
所
の
皆
さ
ん
︑
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月
�
日
︵
金
︶
午
後
�
時
～



時

分

▢場
産
業
会
館
第
�
会
議

30

室
︵
東
陽


︱

�
︱

︶
▢人
区
内

18

に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
の
経
営
者
ま
た
は
従
業
員

人
20

︵
先
着
順
︶
▢費
無
料

▢師
畑は

た

伴と
も

子こ

︵
︵
株
︶
コ
チ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
︶

▢申
�
月

日
︵
火
︶
か
ら
電
話
で

26

経
済
課
産
業
振
興
係

☎
(
�
�


�
)
�
�
�
�

経
営
戦
略
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
中
国
の
最
新
現
地
事
情
」

▢問
区
民
課
住
民
記
録
係

☎
(
�
�


�
)
�
�
�
�

▲上の缶が鍋、下の缶は釜戸。
燃料は、細かく切った牛乳パ
ック

▼少しずつ、火をくべな
がら約30分で炊き上
がります

ら
電
話
で
え
こ
っ
く
る
江
東

☎
(
�
�




)
�
�
�





おばあちゃん
お金振り込んで

だまされないで
警察へ！

3 平成25年(2013年)�月21日江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

［さざんか協賛店スタンプラリー］ 毎月100名様に、9種類から選べる景品をプレゼント！ＬＥＤ電球2球や洗濯洗剤、台所洗剤等の詰め合わせ
などが当たります。さざんかカードをお持ちでない方も参加できますので、ぜひご応募ください！▢問経済課商業振興係☎3647-9502

平成24年度 優秀技能者表彰 受賞者一覧(敬称略)

(有)ＳＫデン
タルラボ

横内 正歯科技工士

(有)ユアーズ
・デンタル・
ラボラトリー

江上勝二歯科技工士

事業所氏名職種

江東歯科技工士会

江東歯科技工士協議
会

推薦団体

ガラス工
(江戸切子)

東京理化学硝子器械
工業協同組合

斉藤製作所斉藤憲一
ガラス工
(理化学製品)

東京理化学硝子器械
工業協同組合

緑川製作所緑川嘉吉
ガラス工
(理化学製品)

東京都鮨商生活衛生
同業組合 城東支部

寿司元澤原寿人
調理師
(寿司職人)

森 晃一和生菓子職

東京ニット同業会
江東支部

金泉縫製金泉 弘
ニット製品縫
製

一般社団法人東部硝
子工業会

イサミ硬質硝
子株式会社

佐竹英雄ガラス成形工

東京カットグラス工
業協同組合

門脇硝子工芸
所

門脇栄男

東部電設工業協同組
合

大島電工株式
会社

佐藤光男電気工事士

東京和生菓子商工業
協同組合 江東支部

御菓子司双葉

入学式4月14日第1回

※秋の予定は天候により変更あり

第9回

卒業式11月10日第10回

7月7日第6回

かかし作り8月18日第7回

稲刈り9月29日第8回

脱穀10月13日

代かき5月12日第3回

田植え5月26日第4回

自然観察6月16日第5回

はざ作り

田起こし4月21日第2回

区
で
は
去
る
�
月

日
︑
永
年
に

25

わ
た
り
同
一
業
種
に
従
事
し
︑
優
れ

た
技
能
・
技
術
を
持
ち
︑
そ
の
技
能

や
技
術
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
な

ど
後
継
者
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
方
10

人
を
﹁
江
東
区
優
秀
技
能
者
﹂
と
し

て
表
彰
し
ま
し
た
︵
下
表
の
と
お

り
︶
︒
式
典
当
日
は
各
界
の
来
賓
臨

席
の
も
と
︑
区
長
か
ら
各
受
賞
者
の

方
に
賞
状
と
盾
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
︒

ま
た
︑
式
典
後
に
は
︑
記
念
写
真
を

撮
る
な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ

ま
れ
ま
し
た
︒
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
︑

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

▢問
経
済
課
産
業
振
興
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

建
築
物
に
関
す
る
防
災
知
識
の
普

及
と
防
災
に
関
す
る
法
令
・
制
度
の

周
知
を
目
的
と
し
て
︑
毎
年
春
と
秋
︑

全
国
一
斉
に
建
築
物
防
災
週
間
を
実

施
し
て
い
ま
す
︒

建
築
物
・
工
作
物
等
の
所
有
者
や

管
理
者
は
︑
常
に
建
築
物
等
を
安
全

燃
や
す
ご
み
の
約
�
割
を
占
め
る

と
言
わ
れ
る
生
ご
み
︒
昨
年
	
月
か

ら

人
の
区
民
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん

47
が
︑
生
ご
み
の
減
量
の
た
め
︑
�
つ

の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
に
取
り
組
み
ま

し
た
︒
�
つ
の
手
法
︵
①
腐
葉
土
を

利
用
し
て
生
ご
み
を
消
滅
さ
せ
る
②

黒
土
を
使
い
生
ご
み
を
消
滅
さ
せ
る

③
発
酵
促
進
材
を
使
い
堆
肥
に
す
る

④
も
み
殻
の
炭
な
ど
を
使
い
堆
肥
に

す
る
︶
に
つ
い
て
︑
取
り
組
ん
だ

方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
報
告

し
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
︵
土
︶
午
後
�
時
～

�
時

▢場
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

︵
東
陽
�
︱

�
︱

�
︶
▢人
ど
な
た
で

も
�


�
人
︵
先
着
順
︶
▢費
無
料

▢内
�
つ
の
手
法
の
報
告
︑
交
流
タ

イ
ム
︵
各
手
法
の
展
示
︑
モ
ニ
タ
ー

の
方
へ
の
質
問
な
ど
︶
︑
平
成

年
24

度
事
業
報
告
︑
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
意
見
交
換
︑
平
成

年
度
の
モ
ニ

25

タ
ー
募
集
な
ど

▢申
当
日
直
接
会
場

へ
※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い▢問
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
清
掃
リ
サ

イ
ク
ル
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

℻

(


�
�
	
)


	
�
	

ィ
江
東
内
︶
▢人

人
︵
申
込
順
・
区

30

内
在
住
の
中
学
・
高
校
生
お
よ
び
︑

歳
く
ら
い
ま
で
の
方
︶
▢費
無
料

25▢師
吉よ

し

祥ざ
き

眞ま

佐さ

緒お

︵
ア
ウ
ェ
ア

フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
︶
▢締
定
員
に
な

り
し
だ
い

▢申
�
月

日
︵
火
︶
午
前
�
時
か

26

ら
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

若
い
世
代
の
中
で
起
き
て
い
る
デ

ー
ト
Ｄ
Ｖ
︵
束
縛
で
相
手
を
精
神
的

に
傷
つ
け
る
行
為
︑
身
体
的
暴
力
︑

暴
言
等
︶
に
つ
い
て
︑
双
方
の
立
場

に
な
っ
て
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
︑

尊
重
で
き
る
関
係
に
つ
い
て
同
世
代

同
士
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▢時
�
月

日
︵
木
︶
午
後
�
時
～

28

�
時

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
︵
扇
橋
�
︱

︱

�
パ
ル
シ
テ

22

月
日
⑤
性
別
⑥
応
募
動
機
と
︑
返
信

面
に
自
宅
住
所
︑
宛
名
を
記
入
し
︑

〒

︱

区
役
所
水
辺
と
緑
の
課
み

135

8383

ど
り
の
係
へ☎

(
�
�
�
	
)
�
�
	
�

横
十
間
川
親
水
公
園
の
田
ん
ぼ
で

は
毎
年
︑
区
民
の
方
を
対
象
に
﹁
田

ん
ぼ
の
学
校
﹂
を
開
催
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
事
業
は
︑
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
﹁
江
東
田
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
﹂

が
企
画
・
運
営
し
︑
農
作
業
や
お
米

作
り
が
体
験
で
き
ま
す
︒
一
緒
に
お

米
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
︒

▢時
�
～

月
の
日
曜
全

回
︵
下

11

10

表
の
と
お
り
︶
午
前
�
時

分
～
正

30

午

▢場
横
十
間
川
親
水
公
園
の
田
ん
ぼ

︵
東
陽
�
︱

地
先
︶

12

▢人
全
日
程
参
加
で
き
︑
区
内
在
住
︑

小
中
学
生
の
い
る

家
族
程
度
︑
�

45

�
�
人
︵
抽
選
︶

▢費
無
料
﹇
募
集
団
体
﹈江
東
田
ん
ぼ

ク
ラ
ブ
︵

▢
h
ttp
:/
/
b
lo
g
.liv
e

HP

d
o
o
r.jp
/
in
e
/︶

▢締
�
月
�
日
︵
金
︶
消
印
有
効

▢申
往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
︑

①
住
所
②
電
話
番
号
③
氏
名
④
生
年

特
殊
詐
欺
強
化
月
間
と
し
て
︑
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︑
銀
行
で
の
警
戒
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
不
審
な
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
は
︑
す
ぐ

に
�
�
�
番
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察

署
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
深
川
警
察
署

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

城
東
警
察
署

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

東
京
湾
岸
警
察
署

☎
(
�


	
�
)
�
�
�
�

区
危
機
管
理
課
生
活
安
全
担
当

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

区
内
の
振
り
込
め
詐
欺
被
害
は
︑

件
︑
被
害
総
額
約
�
億
	
千
万
円

79︵
今
年
度

月
ま
で
︶
と
︑
依
然
と
し

12

て
無
く
な
り
ま
せ
ん
︒
家
族
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
を
利
用
し
た
卑
劣
な

犯
罪
を
皆
さ
ん
で
防
止
し
ま
し
ょ
う
︒

﹇
区
内
で
発
生
し
た
手
口
﹈

○
家
族
を
装
い
︑
﹁
示
談
金
が
必
要

に
な
っ
た
﹂
と
連
絡
︑
指
定
の
口

座
に
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
︒

○
息
子
を
装
い
﹁
会
社
の
金
を
無
く

し
た
﹂
と
連
絡
︑
自
宅
に
来
た
別

人
に
お
金
を
渡
し
た
︒

○
区
役
所
職
員
を
名
乗
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
操
作
さ
せ
て
︑
お
金
を
振
り
込

ま
せ
る
還
付
金
詐
欺
︒

﹇
詐
欺
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
﹈

ご
家
族
の
方
と
連
絡
を
と
り
︑

﹁
お
金
が
必
要
﹂
と
い
う
電
話
は
疑

う
な
ど
︑
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

▲優秀技能者として表彰された皆さんおめでとうご
ざいます

▲腐葉土を利用し、生ごみを消
滅させる森のしくみの生ごみ
リサイクル

注
意
し
ま
し
ょ
う
︒

区
役
所
を
は
じ
め
公
的
機
関
が
還

付
金
の
手
続
き
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
︒

﹇
�

月
は
特
殊
詐
欺
強
化
月
間
﹈

振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る

な
状
態
で
維
持
・
管
理
す
る
こ
と
が

建
築
基
準
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
︒
特
に
劇
場
・
百
貨
店
・
飲
食

店
・
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
・
ホ

テ
ル
・
旅
館
・
病
院
・
共
同
住
宅
等
︑

多
く
の
方
々
が
利
用
す
る
一
定
規
模

以
上
の
建
築
物
は
︑
火
災
や
地
震
等

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
︑
専
門
家

に
よ
る
定
期
点
検
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
︒
期
間
中
︑
定
期
報
告
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
建
築
物
を
中

心
に
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
︒
区
職

員
が
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
︑

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
建
築
調
整
課
建
築
防
災
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
	
�
�


	022101
	022102
	022103

